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占
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組
織
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す
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早
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；
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又
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古
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滴
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近
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所
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賓
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由
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乍
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產
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け
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占
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寶
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亦
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右
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現
代
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け
る
小
爾
問
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が
、
最
近
の
社
會
經
濟
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鞲
造
變
化
に
着
す
る
I

前
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せ
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ぁ
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商
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が
、
此
處
で
は
小
讓
問
題
に
關
係
す
る
S

に
於
て
就
說 

す
る
事
に
止
：め
る
o 

: 

. 

.. 

-
r
l

，R 本に於、ける產業別有業菪數 

( 昭和E 苹頭斅調査）

農’. m 14.081:608

水 產 靖 565.480 !

：m  ' m ' 314.540

エ . . 榮 . 5.707.178

' 商 槊 .4.857.820 1

交 瑀 榮 ， i)12.261

公務白由業 .2.001.591

家 祺 793.628

. .典他產業 ，65.700

合 5 .
: 29.299.827

我
國
に
於
け
る
資
本
主
義
的
發
股
が
決
し
て
正
常
的
な
も
の
で
な
い
，事
ば
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
日
本
資
本
主
_

發
達
-0

道
は
明
治 

維
新
に
-#
:

っ
て
切
り
拓
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
當
時
旣
に
高
度
の
資
本
中
：義
的
發
'
展
を
な
し
っ
、
あ
づ
た
歐
米
諸
列
.

强
の
腮
力
は
、
必 

然
的
に
日
本
の
資
本
、壬
義
成
立

.
の
當
初
か
ら
强
ヵ
的
な
國
家
の
，保
護
助
成
を
：必
要
と
し
た
。
.

即
ち
國
家
統
制
が
資
本
中
；

S

的
生
產
力
法 

の
移
域
と
そ
：の
人
爲
的
促
進
の
爲
め
に
用
ひ
ら
れ
な
.

け
.

れ
ば
な
.

ら
な
か
っ
'

た
‘

の.
で
あ
る
プ
然
も
そ
‘

の
經
濟
的
菽
礎
が
農
村
に
.艰
め
ら
れ 

た
爲
妁
忆
、::
'

_

ヴ
我
國
：の
：議

敗

躺

異

^

機
相
玄
示
艰
て
居
る
ほ

^

^

生̂

め

養

は

マ̂

ロ
を
農
村
ょ
り
^

に
依
っ
て
、
農
村
人
ロ
铽
相
對
的
に
も
絕
對
的
に
も
'

減
少
せ
し
め
る
も
め
で
あ
る
が
、
我
國
で
は
か
V

る
正
常
的
發
展
が
行
は
れ
な
か 

っ
.
た
。
即
ち
躲
國
資
本
中
；
義
が
，遲
れ
て

‘

發
達
し
、.
然
も
.
.そ
の
土
地
■

が
狹
隘
な
る
が
爲
め
に
、
農
村
.を
資
本
中
；龍
化
す
る
靡
な
く
、
從
來 

の'
生
鹿
方
法
が
そ
の
‘

ま
^

ぎ
績
し
た
。
然
も
資
本
中
：
義
的
發
展

•

に
依
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
資
本
も
農
村
に
.

浸
潤
し
な
い
ぅ
ち
に
、
工
業
部 

一
門
に
は
旣
に
人
爲
的
に
獨
古
化
が
開
始
さ
れ
農
村
人
口
.

の
.

充
分
な
る
.

吸
收
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
我
國
農
業
に
於

0

^

-

^
 

r
;6
6

.4
8

、
¥

17
8
;
 

|

.2
6

1)

59
1

ー

62
8
^
^
 

稗

國

の

小

®

商

 

嘛

•驚

4.
0

8

56
31
l

.4.

8

5
i)
l

2.
0

0
.

79
6

0.
2

9

に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味
.

を
持
.

っ
：で
あ
ら
ぅ
か
。

_

離 

_ 

■
•

;

6

*商
の
社
會
的
機
能
0

;

生

馨
€

:

の
へ
は'

各
地̂

^

 

g

 

し
て
商
品
を
配
給
す
る
分
散
的
機
能
で
あ
る
。
從
っ
て
我
國
に
於
け
る
が
如
く 

於
.'
-

I
.

產
.

.

.
 ̂

M

產

'

•

農
忖
の
备
地
.

に
過
/>

農
が
散
在
し
.

、
然
も
農
村
人
ロ
が
大
な
る
場
合
に
は
ノ
小
„ 

初

^

 

k
 

J

エ

商

交

娜
^

.u
l

合
賣
商
が
そ
の
機
能
，を充
分
に
潑
挪
す
石
爲
办

に
、

小
、賢
商
數
办
多
い
事
乘
び
に 

.
• 

H

 

. 

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

!■
:—

1.

分
散
せ
る
事̂

必
要
と
す
る
.0

從
つ
.

ム
配
給
紐
織
の
問
題
と
す
れ
ば
、
我
國
に

我
國
に
於
け
る
小
寶
.

商
間
題~ 

•
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我
國
に
、於
け
る
小
寶
衙
問
，題

.

.
' 

'

V

.

:
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•

:

:

:

'

.
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九
四
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六
八
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論

|

_

_

必
要
_

て
_

_

僅

_

薩

_

顏

^

バ_

_

|

眉

_

:;
1

術
的

_

_

_

_

_

| 1

_

_

顧

“

謹

^

パ

^

H

r

i

f囊
組

合

の

馨
I

I
る

f

 

f

 

f

涑

ズ

|

。
|

一

 
ー± 一I
 湣

I

法

I

B
か 

i

 部
み

_

■

_

谨

|

證

I

農
村
I

識

^

^

遂

げ

盔

f

 

I

か
く
し
I

f

t

l

諸
_

の

窗

|

'

|

な
發
展
を

、! 1
_

_

去

—

I

I

，

る
如
く
小
贏
織
I

產

ず

i

'

i

、
そ
れ
は
小 

寶

及

书

除
::
0

意

產

み

. 

^

っ

編

■

殊
^

る
f

、
多
數
I

f

 

|

賓

る

|

、
.

f

於
て
I

保
麗
長
に
依 

_

_

_

_

■

本
I

l

f

 集
中 
|

|

，

|

ァ
ン
：
.

，属
ち
我
國

H

業
の
特
色
の

j

つ
は
中
小
.

規
模
經
營

Q

多
き
奪
あ
る
-
o

_

_又
世
界
大
戰
を
契
機
と
ン

.

ェ 場 規 榄 別 に 依 ？）比 _

屮 小 工 場 大 ，エ 場
, ■ - . ... . •■ ■ . •

使用職工 
* .― .辱.0人

使用職:じ使相職工 
30-100A  1100-200 A

侦H]職工 
200八以上

X 場 數 85.6 10.7 2.0 :鎮:翼 :
職 X 數 29.1 X 9.6 10.1 41.2

坐 產 額 19.3 17.4 10.3 .53 .0 ,.

宥澤廣己ぎ日本X 榮統制論J に依る。.
....... • ■. . : '. t /

. 工 業 種 別 に 依 ，る 比 率

爾 X ::善 :.:'■

. 輕 X 的

典 の m 28

計
. u . : . 100 .

'.-ぺ.......：>;’. . . - " J
■ . ,•■■." . . . . . . ...へ . . • |:

鹽崎稔戌の計算に依る（「財政j三卷八號)

場
搬
从

.1.
4 1
.

5 3
.

,

.■ 

“

始
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
我
國
工
業
鞲
4

に
於
て 

,

一】

使
20
0

、

.
‘ 

■ 

. 

, - 

, 

;
•
.'
'

■

消
費
財
部
門
は
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
以
：

:

ご
：_.

依

—

^

;̂
l

r

名
'
:

2
 

s

:-
'

*

:

2
1 0

■

へ

微

.

•

餘
地
を
充
分
に
與
へ
る
も
の
と
看
做
さ
な
け
れ
.

;

.

〈

另
羅 

鋳

一

き

ぬ

議

嚴

，)

霄
へ
_

#

ム
：，：V

_

V-
K

生
塵
0

規
模
が
未
於
水
.
で
一
ぁr
る
場
合
に
は
、

'

場

h
儆 
一
 

’

.
配

、
業• 

ザ
：

蒐
集
組
織
並
び
に
仲
商
組
織
を
必
要
と
ナ
る

0

:

ブ
レ
ぃ
_;-
:
'
、
。
器

.

:
’

數

數

額

;■■
--
-

.

ぐ

:

-
 —

-! :
. ,'
 

V
.

!
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丨
丨
響
：
、.
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、
'
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.
'ニ'
:
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、
，
：：：：；：

'

へ：
：
‘
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：*-

ふ：
'

:
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:
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:

:

'

/;-
-
-
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.
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:-

.

併
七
乍
ら
此
の
事
は
更
、に
詳
細
な
る

^

味
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
又
特
.
に
小
寶
商
.

に
關
す
る
限
り
、
そ
の
错
論
は
全
く
逆
で
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
我
國
の
エ
.業

,-
1

#
成
に
.

於
て
消
費
财
部
門
の
大
な
る
淨
は
、
決
し
て
國
內
市
場
の
廣
大
な
る
事
を
意
味 

す
る
も
？

は
な
い
,0

寧
ろ
そ
ふ
ば
國
外
市
場
へ
，の

.

依
存
に
依
つ
て
成
，立
し
て
ゐ
る
の
，
で
あ

\

明
治
維
新
以
後日
•本
の
®t

の
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i

l

小

麗

題

-

.

.

. 

'
へ
 

.九

六

(

I

I

:

 

蜃
は
著
し
く
念
速
に
行
は
れ
だ
が
、
■#

し
■

そ
れ
が
主
と
し
て
國
.家

の

保

霸

成

に

俟

づ

事

大

で

あ

つ

.た

が

爲

め

に

、

資

本

主

義

發

喪

 

の
F

!

-

f

段
階
は
蒂
し
く
短
縮
さ
れ
、
生
産
の
S

に
も
拘
ら
ず
國
內
市
場
の
制
限
に
早
く
か
I

遇
せ
；I

を

将

な

か

1

^

,

そ

我

國

望

の

磐

磐

爲

め
t

く
か
ら
f

震

昼

重

ら

れ

，
崖

產
.

f

 

l

-

f

 

H

i

か
れ
，q

ゐ

る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
，消
費
財H

業
の
發
f

亦
輸
出
に
こ
そ
依
存
し
て
ゐ
る
が
、
國S

市
場
と
の
關
聯
は
決
し
て
大
で
は
を
ぃ
。
没
：

簾

—

謎

ぼ

^
^
^
^

.

I

內
消
|

の
寶
ヵ
.

に
依
:#

す
る
か
の
I

-

つ
て
、-
國
内
市
場
1

2

1

國
S

て
は
，
そ
の
產
■

成
の
5

如
何
こ
句
ら: 

.

い

極

け

小
S

I

I

々
說
明
せ
為
く
で
I

。
我
國
の
人
n

i

l

に
そQ

分
散
性
な
る
事
實
も
亦
裏
の
小
鹫
だ 

T

を
I

な
ら
し
め
る
もQ
で
は
な
い
。
小
賣
商
が
營
利
を
蓋
と
す
る
限
气
常
に
問
題
は
消
費
者
の
數
で
は
&

く
し
て
を
の
®

 

貿
ヵ
如
何
で
あ
る
-。 

R

以

上

述

べ

來

つ

た

勿

く

菌

の

產

蠢

成

は

、
_ー

 

見
廣
範
な
小
寶
組
，織
と
多
數
.の
小
寶
商
を
必
要
な
ら
し
め
る
如
く
考
一

ら

れ

る

が

、

,

それは單に，
財貨の尉會的羅の

‘

爲
め
の
.

組
織
と
し
て
技
術
的
に
必
要
な
，の
あ
つ
で
、
霖
的
商
業
と
し
て
の
小
賣
商
の
存
在
餘
. 

4

極
め
て
狹
I

I

。
從
つ
て
前
に
述
べ
‘

た
如
く
、
f

濟
I

I

達
し
、.
論

I

加
の
傾
向
f

れ

た

場

合

、

ト

ハ

'滤

—

_
1

靈

1

_

さ

屢

雇

^

'

存

釋

る

。
續

參

人

這

密

に

感

ら
5

內

蓮
E

奢

畫

實

警

ふ

迄

も

無

く

：國
民
所
得

：
^

k)

r

_

?

 

t-
..
..
..

I

此
處
に
改
め
て
說
明
す
る
’
迄
も
な
い
。
輸
出
を
通
じ
て
の
我
が
國
、

?へ
:;
|

懂

屬
||
^

筹

灌
,

着

管

1

1

# -
_

響

取

系

何
等
力
の
兼
業
に
依
る
收入

®
:

加
を
試
ま
し
め
る
。
そ
の
裏
な
る
手
敗
と
し
て
、'
小
_

Q

_

が
行
は
れ
る
の
で
あ

る

タ
I

る
”

小 賢 翁 業 背 狀 態 の 一 例  

C觀艰京市に於け' る昭和六年調逄)

皴 榮 者 數 , 12.511人

小寶商に對する 
號椠莕の割合

2 1 .7^

本榮別銥業者數 . ■

ノ エ m •3.371人

商 業 1.365 人

職工及職人 . 850人

• 英他有業者

恩給、金利 
. 生活渚等

L  s .

2.100人

策京捃俅所編「眾京市商窣調査J  

より作成

兼
業
の
增
.
加
は
、
小
賣
商
過
多
の
傾
诃
に
對
し
て 

一■
展
拍
車
：

.
.

.

靡

AI
I

多

-

ぐ

人

、
.

ニあをかけるものと

S

ざ
！

得
な
い
。

f

辦
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■
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_

以
上
に
依
っ
て
ご
く
大
概
で
は
ぁ
る
が
、
I

經
濟
の
：特
'

'•
.
:

ぉ
ノ 
：'

0

v:
;
:

t

、

,:
-

齡

ン
;

へ
ニ
：
f

ぺ
小
霞
.

夫

^
^

■

と
す
れ
ば
.

我

國

に

於

け

る

小

賣

商

問

題

發

生

の

事

情

|:
:
理

,

: 

解
す
る
爲
め
に
は
、
日
本
資
本
主g

が
如
何
に
し
て
獨
占
の
段
階
に
到
達
し
た
か
の
分
柝
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
W

O

へ''ハ
: .

:

,

- 

,

我
姻
に
於
け
，る
獨
占
化
の
過
程
说
世
界
大
戰
を
轉
期
.と
し
て
急
速
贮
行
は
れ
た
”

世
界
大
戰
に
際
し
て
、
我
國
は
交
戰
國
で
ぁ
り
芦
:

.

 

ら
大
嫩
に
依
る
破
瓖
的
影
響
か
ら
免
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
反
っ
で
第
需
的
商
■品
並
び
に
.
平
和
的
商
品
の
供
铪
國
上
し
て
一
大
飛
躍
ハ
の
：機
.

.

,

#

が
與
べ
ら
れ
た
0:

で
ぁ
る
0

.

海
外
ょ
り
炷
文
殺
到
に
應
じ
て
生
產
の
规
模
负
擴
大
さ
れ
、.巨
額
に
上
る
輸
出
と
貿
易
外
次
支
と
は
莫 

大
な
資
本
の
.

蓄
積
を
可
能
'

に
し
た
。
又
斯
か
'
る
國
民
經
濟
の
量
的
發
展
は
、
更
に
質
的
多
化
を
も
伴
っ
た

0

即
ち
生
產
及
び
資
本
の
集
‘

中
、
，
及
び
產

f

資
本
と
銀
.

行
資
本
の
融
合
を
齎
し
、
か
く
し
て
獨
占
段
階
へ
の
，一

步
_

み
.

出
さ
れ
た
の
'

で
ぁ
る
。

.

而
し
て
大
戦
に
依
る
好
況
も
炎
し
て
永
續
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
，た
。
大
戰
が
終
了
し
て
チ
和
的
秧
序
の
囘
復
に
伴
ふ
列
國
經
濟 

■ 

我
M

IC

於
け
る
小
寶
商
間
題 

.

V

A

.

:: 

.九
七(

.
、

o
m
y
a
h
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遭
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九
八 

V
 

s

八
s

の
s

と
共
卞
、
大
戰
を
契
.
機
と
し
て
空
.
前
の
|

膦
を
遂
げ
た
我
が
國
民
經
濟
の
获
礎
は
漸
く
•
失
は
れ
る
に
0
つ
た
の
.

で
，

4

る
。
相
ち

大
正
九
年
の
■

に
反
動
は
襲
來
し
た
。

S

大
：止
士 
§

大

寶

r

•
.
i

1

S

I

I

乾

續

い
P

K

大
な
る
打
を 

與
へ
た
o 

-
•

 

.

:

:^

し
:̂

我
が
具
_

^

濟
ば
大
亂
屯
淹
に
_

.

^

密
濟
か
ら
_

^

 

之
等
恐 

您

自
&

濟
の
時
代
に
；^

け
る
如
く
鎖
生
産
を
徹
底
的
に
整
理
す
る
.
事
が
な
が
つ
、た
.
、の
.

で

私

を

。
：

.

大̂

本
は
f

べ
き
速
度
I

Z

脹
し
.

1

產
f

に
跫
化
さ
れ
、
.•觅
に
銀
行
資
本
は
各
極
の
議
資
本
と
奪
し
て
金
M

資

本

が

I

に 

一：
娘
成
ざ
れ
始
め

.

：て
ゐf

遵
經
靈

：

代

遺

る

纏

に

於

：
て

：： 

:

生

產

遷
_

定
化
せ
:1
:|

本
の
莫
大
な
部
_

懸

資
,

。

^
^
^
^

辦
す
费
と
な
り
そ
の
靈
は
極
め
て
獻
で
ぁ
る
。
か
く
し
て
大
正
九
布
來
W

度Q

恐
慌
に
於
て
も
-
議

農

の

充

分

奢

整

现
 

は
.
行
は
れ
ず
、
f

る
救
濟
策
が
S

P

れ
た
の
でI

。
釜

九

印

の

，恐
慌
時
に
は
、

n

銀Q

歷

し

た

救

濟

畫

昏

證

場

〉

：し::
;

|

府
自_

低
_

金
:;
1

萬

^

_

義

囊

I

一
句
の
金
副
恐
杭
に
は
政
府
は
八
S

の
補
償
法
に
依
る̂
f
i

資
を
行
つ
た
の
で
ぁ
る
。
以
上
の
如
く
各
靈
時
に
於
け
る
政
：货
の
：救

濟
、
並
び
に
財
I

s

不
麗
の
結
果
、
識
資
本
の
上
に
斑
に
過
剩
資
本
は
.

I

せ
ら
れ
、
.
救
濟
ィ
ン
フ
レ
丨
シ
ー
ン
ば
：#

订
し 

た
。

‘ 

.

"

.

例
し
乍
ら
昭
和
一

R

牛Q

金

議

慌

は

、
，
中
小
銀
行
並
び
に
そ
れ
に
依
存
す
る
中
小
企
業
の
谨
を
促
•逸
せ
し
め
る

と

共

に

、

大
銀
行
，

.

へQ
g
<
l

中
、
從
つ
て
資
本
の
集
t

資

本

產

Q
f
z

化
を一
質

化

す
I

f

な
つ
‘たQ

で
I

。
か
く
し
て
f

:

l

/

,

 

.
の
移
行
が
充
f

行
は
れ
る
や
、
此
備
に
我
が
遭
經
S

S

設
が
敢
f

し

.
て

遂

行

さ

れ

I

と
な
つ
、た
。
即
ち
大
正
备
I

•

に
も
和1

〒
Q

S

Q

恐
慌
に
於P

•

鋳

Q

形
.

で
t

れ
た
ナV

フ
レ
！
：

s

ョ\

政
策H

依
つ
て
把
せ
ら
れ
持
越
さ
れ
‘

た
开Q

財
.味 

w

.

-1
i

底

的

f

®

漏
に
：於
：

#

世
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#

,

厲
濟
i

f

脇

建
^

ー--
.

:.
^

>
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昭
别
3£
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 一：：

_

^

行
另
れ
总
金
ー
_

魅_

出
魔
點
_

名̂

 

o
:
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.

.

ブ
と
裳
化

Q

手
段
£

?

充
分
跫
得
る
？

ぁ

る

が

、

中
小
含
は
漸
次
陶
擎
ら
れ
、
非

獨，
2

•部
門
^

混
亂

は

樊

さ
れ
る
。
 

更
に
如
へ
て
.

一

九
一
一
九
平

n

ユ
丨

t

v

収
q

所
I

I

し
た
世
S

慌
2

1

が
>
.
未
組
織
0

部
門
に
I

I

I

と

な

つ

.

:

だ
^̂
^

讀

ぼ

各
^

厂

豫

⑶
賣
組
識
霸
度
齡
亂
&
賢

議

■

搬
大
し
て
、
..
_

政

灌

か
篇
的
に
行
は
れ
る
屋
つ
た

Q

も
そ
Q

l

t

。
勿
論
小j

裔

Q

.

I

が
問
f

な
つ
.
た
の
は
、
決
し
1

、時
に
始
ま
つ
た
も

•

へ0

で
：_

_

_

十
€

^

過
I

進
行
f

時
に
始
蒙
。，併
’
し
小
I

因
窮
f

刻
化
し
て
、
そ
S

S

社

寒

髮

ひ
l

m

蓮

に
.

I

s

たJ
L
、

フ

4

解

禁

に

依

謹

漏

潘

門
.
と
；1'
立
'

凝

，1

?

、

^
^
^
^
^

,

f

ば
我
證
小
實
商
問
題
並
び
に
そ
の
對
策
は
、
典
體
的
に
如
何
な
る
形
を
と
つ
て
调
は
れ
た
で
ぁ
f

か
。

:

一

-
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.
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■

'

つ
太
？
读

谏
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_

大
震
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け
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我
國
に
於
け
る
小
寶
商
問
題 

、
 

.一D
3
 

、
^

、
^
“
ヽ
ノ

度
と
し
て
中
小
商
業
者
に
貨
出
を
行
ひ
、
日
銀
を
し
て
金
融
疏
通
の
途
を
は
か
ら
し
め
た
。
更
に
昭
和
ニ
.

年
の
金
融
恐
荒
'に
恶
く
巾
小 

銀
行
の
璧
、
銀
行Q

集
中
、.
並
び
に
夫
れ
以
來
行
は
れ
た
政
府Q

銀
行
富
勸
獎
は
、
中
小
小
資
商Q

盡
に
對
し
て
少
な
か
ら
ざ 

•

る
影
響
を
與
へ
、
肌
處
に
於
て
金
融
難
に
恶
く
中
小
小
1

商
の
窮
廹
が
先
づ
問
題
化
す
る
に
至
つ
た
0-

で
あ
る
0 

‘

昭
和
'©
¥ .

三
月
財
園
法
人H

政
會
ぼ
中
小
商
ェ
業
金
融
機
關
の
設
置
を
建
議
し
、
同
五
月
に
は
束
京
實
業
組
合
聯
合
#

が

中
ゎ

商
ェ

.

ノ
 

4

融
案
と
し
て
特
殊
の
戚
民
銀
行
設
立
を
建
議
し
た
。
又
東
京
商
江
會
_

肌

に

於

％
は

東

京

市

內

重

要

物

產

同

業

組

合

に

對

し

て

、
金

.厂

「

_

:̂
1

靡
^

u

;l

犠
卿
：'

1

1:
1:

織
、
»

卿
1

應

漏
^

策
を
講
ぜ
ん
と
し
たQ

で
あ
る
。
共Q

他

取

京

市

小

寶

商

圑

體

十

一

日

衰

貸

S

傲
證
機
關Q

設
置
、
同

證

合

Q

資
及
び
町
內 

會
の
助
成
に
付
き
建
議
ふ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
各
地
小
賣
商
は
小
賣
商
金
融
.

の
改
善
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
救
濟
方
を
要
望
す
る
に

承
つ
た
。

.

'

,

‘
. 

.

.

勿
論
政
府
に
あ
つ
て
も
之
が
對
策
に
努
力
じ
、
昭
和
二
年
の
金
融
霊
後
中
小
商
工
業
背
の
鑫
の
道
が
杜
絕
し
た
に
鑑
み
、
昭
和 

:'
H

;'
;

^
::
:

:

I

中
■

■

_

者
應
:'
^

資
.
免
-4

起

--
>

、衡
金
誉
贫
免
:1

霖
圓
を
»

^

^

 

. 

を
經
て
融
通
す
る
事
に
決
定
し
、
そ
の
約
七
割
は
商
業
者
に
貸
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
み
。
其
の
後
政
府
の
低
利
資
金
0.

融
通
は
1

1々

了 

は
れ
た
。
昭
和
五
年
金
解
禁
の
結
果
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
依
る
財
界
不
況
期
に
ニ
千
五
百
萬
圓
が
信
，用

|0

合
經
由
中
小
商
ェ
農
業
者 

資
金
と
し
て
賢
出
さ
れ
、
昭
和
七
年
に
はK

金
部
資
含
千
萬
圓
を
更
に
引
續
い
て
昭
和
九
年
迄
に
三
千
萬
圓
を
追
加
放
出
し
、
昭
拍
.

九
*.

十
年
各
褪
灰
地
に
對
す
る
中
小
商
ェ
業
者
復
興
資
金一

千
五
百
萬
圓
が
融
通
さ
卜
た
。
其
の
他
農
村
及
中
小
商
工
業
關
係
元
利
支
：

_

資
金
、
：:;
1

ま
借
遵
資
巧
'

#

小

里

業

霞
—

^

备
懸
合
普
^

 
.

，の
金
融
對
策
は
右
の
如
き
資
金
の
.

放
出
の
み
な
ら
ず
、金
融
助
成
制
度
と
し
て
道
府
縣
六
大
都
市
屮
小
商
工
業
資
金
損
失
^
實
制
度
令

.
 

.

.

.
 

-
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*.

:■
:
和

光

年
 
>

ハ
罹
災
她
冲
小
商
3:
_

復
：興

廣

金

砸

通

襲

艰

補

僧

制

«

(

昭
.
和
九
萍̂

:

和
十
二.:®
、
疆

保

證

遭C

腺
和
；十̂

.

和
.

十
一
年)

•

庶
以
金
庫

(

昭
和
十
三
年)

等
中
小
商
業
の
爲
め
の
_

特
殊
金
融
機
關
を
設
立
し
た
々

:

 

以
上
の
如
く
中
、
!/
]

>

小
齊
商
に
斜
す
る
各
種
の
金
_

對
策
が
行
ば
れ
，た
に
|

拘
ら
.

ず
。
小
寶
商
の
金
融
.
難
は
依
然
と
し
て
解
決
.さ
れ 

て
ゐ
な
い
。
屮
小
小
寰
商
困
難
の
原
因
と
1

て
そ
の
，金
融
難
は
屢

>

、
擧

げ

ら

れ

‘
る

所
で
あ

る

が

、
‘

併

し

そ

»

金

融

^

の'
不

備

欠

、
陷

を

改

， 

善
し
た
と
し
て
も
、
た
ぐ
そ
れ
，の
み
に
依
つ
て
?-
!
-
*小
小
脔
商
間
題
を
根
本
的
に
解
決
し
撕
る
と
考
へ
_

て
は
な
ら
な
い
。
藍
し
中
小
小
寶 

、

商
の
闲
窮
は
*

木
質
的
に
は
社
會
經
濟
の
稱
造
變
化
に
依
つ
て
截
起
せ
し
.
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
金
融
難
も
そ
の
結
课
生
じ
た 

.

ー：っ
.
の
.
阴
隨
，的
な̂

象
に
：過
ぎ
な
.
い
_
か

ら

で

，
あ
，
る

0

社
會
構
造
に
於
け
る
小
賣
組
織
を
そ
：の
ま
X

I

に
放
置
す
.
る
な
.

ら
ば
、
如
何
に
金
融 

疏
通
の
途
を
は
，か
つ
た
と
し
て
も
結
局
資
金
は
一
時

.

の
命
場
を
凌
ぐ
に
延
る
の
み
.で
あ
つ
て
そ
れ
に
依
つ
て
中
小
小
寶
商
の
更
生
を
期 

•

待
す
る
事
は
出
來
な
い
。
資
金
の
融
通
は
た̂

'

問
题
を
一
時
.
遷
延
.す
る

に
過
ぎ
ず
、
眞
の
問
題
解
決
と
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

小
寶
商
對
策
と
し
‘

て
、’
金
融
の
改
善
と
共
に
-唱
へ
ら
れ
る
の
は
、
小
寶
商
經
營
の
合
理
化
で
あ
る
、
小
寶
商
の
闲
窮
が
金
解
禁
以
後
ン 

:.
'
'
^

濟
现
：_

運

動

旺

盛

森

系

期

：光

_

化
：し

杰

が

議

'

昭
和
四
年
末
、
商H
i
f

議
特
卯
委
員
會
は
、
：
小
賣
商
制
度
改
善
策
と

.1>

て
、
經
營
の
.

合
理
化
、
商
品
の
安
價
購
入
、阪
賣
の
合
现
化
、

.

金
融
.

$

改
茜
に
付
て
.

維
議
し
、
翌
五
年
五
月
に
は
商
エ
藩
議
會
は
中
小
小
賢
商
の
#
莅
が
必
耍
で
权
る
に
も
拘
ら
ず
益
々
窮
境
に
陷
る 

忆
卿
'

 

そ
の
'
改
善
策
と
し
て
中
小
小
寶
商
の
自
服
自
*

の
精
神
を
强
調
し
て
、
經
營
の
合
理
化
を
促
進
す
る
事
を
決
議
し
，た
。
更
に 

そ

，
の

手

段

と

し

て

(

C

營
業
上
の
無
駄
を
省
き
、.
罾
#

費
の
®

ま
を
圖
り
且
つ
家
計
士
罾
員
費
と
の
混
㈣

ゼ
避
け
る
罾
、
0

一

)

商
品
の 

'
.

安
價
仕
入
を
酸
る
た
め
.

の
方
法
と
し
て
、(

ィ)

共
同
購
入
ハ
大
量
仕

'
入
.
、(

ロ)

直
接
購
入
、
ベ
‘

O

典
同
設
備(

迎
送
、
倉̂

、
加H

H

 

把
國
に
於
け
る
小
资
商
間
題 
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ニ
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六
八
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l

爾̂

^

!

^

^

嘗

於
i

謹

題

. 

一2

一
 

ゴ

六

八

八)

.
場
等
：

)

。•(

三)

腸
の
合
理
化
の
が
.

に
、(

ィ)

2

の
改
善(

鑛

、
陳
列
、
サ
丨
ビ
ス
、廣
S

X

ロ)

|

率
本
位(

手
持
品
減
少)

•

(

ハ)

胡
値
麗
則
の
禁
夹o

現
金
賢
、(

ホ
运
味
數
|

嚴
守
，-(

四)

命
®

の
緩
和
策
と
し
て
、(

ィ)

屮
小
小
■

0

信
用
能
カ
の
1>

弱
な
る
た
め
結
合
す
慕
、
S

中
小
外
寶
商
の
爲
>

1

1

關
の
f

 

(

市e

地
信
用
組
合
、.
銀
行
金
融
、
同

業

諳

Q

金
融
等

の
改
善)
等
の
i

力
S

さ
れ
た
。
要
す
る
に
右
の
決
議
の
主
張
す
る
所
は
常
時
の
一
般
財
报
の
、合

3-
1

*

化
_

に
照
應
し
て
、
ト
賢
帘

部
門
に
對
し
て
も
そQ

I
Q

合
现
化
を
驚
せ
し
め
る
f

t

。
f

ば
か
、
る
方
策
I

蓉

小
讓
問
題
解
決
i

っ
て
M
 

.
何
な
る
意
眯
を
持
つ
.

も
の
で
あ
ら
ぅ
か
： 

• 

!

，

…

づ
昏
洛
に
對
す
る
救
濟
策
と
し
て
、
經
營
の
翕
化
は
屢
々
儘
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
前
述
せ
る
如
く
商
業
理
論
も
そ
の
现
論 

:

約
怊
扣
力
ら
し
て
：
，

に

,

魂
に
於
け
る
猶
營
;0

孜
.#

合
现
%

を
强
調
す
る
。
小
资
商
の
聚
に
關
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
即
ら
ト
實

顏

：
:1
1

_

論

業
_

讓

灘

靡

議

而

1:
:

_

_

_

1

響

1

識

_

#

_

隹
1

分

.1

動

^

分
.

取
舍
齡
濟Q

#

■

化
に
f

以
上
、
軍
'に
小
脔
商
自
徹
の
齡
營
改
善
を
以
て
、

そ

Q

闲
繁
ら
脫
却
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
 

寧
ろ
家
則
が
塞
と
分
離
し
得
な
い
の
签
に
小
嘉
闲
豐
霜
に
f

も
の
で
I

と
繁
の
が
贸
狀
で
t

c

 

f

ボ
賢
商
に 

し

て

そ

麗

Q

餘
地
が
充
分
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、
齧

Q

分
離
は
容
愛
行
は
れ
得
る
け
れ
ど
も
、
小
.

I

Q

i

が
困
胡 

せ

る

黎

、

業

に

於

け

る

.蕃

的

行

爲

が

詳

に

I

ひ
入
つ
て
か
る
4

ふ
べ
き
で
あ
る
。
從
つ
て
小
賢

s

f

 

:

の
合
潔
は
輩
に
消
極
的
意
味
義
.
■

,■
:::彳
：
'

七

獨
處
濟
の
舞
代
に
小
寶
組
織
の
混
亂
が
惹
起
さ
れ
、
そ
れ
が
小
蕾
問
題
の一

.

つ
の
.

I

V

な
要
素
を
す
事
は
前
述
せ
る
所
で
あ

,

る
:,
0

_
國
ぬ
-:
#

て
I

識
後
獨
击
段
^

に
移
行
ず
^

:
^

小
珊
询
聰：

導
§

^

:;
5

:

な̂

_

6

:^
置
':
1

.

恕
'0

':勿
論
:'
]
1
:
[
:め

外

む

：生

_

者
寶
店
.
沒̂

•

給
.
機
關
の
出
現
を
.

み
た
が
、
之
等
•

は
さ
し
て
■
問
題
と
な
る
程
.

の
發
德
が
行
は
れ
な
か
づ
た
.
。
從
つ
て
以
下
特
に
產
業
細
合
鲁
貨
店
の
；
'
. 

.

.■

阶
題
，の'
み̂

-̂
^

げ
^

事
士̂

^

'.
0

”
.
.
\
;
:
'
っ

 

V
 

.
.

/

.

我
.が
國
批
廣
濟
の

■ #

殊
な
.性
格
か
ら
し
て
農
業
部
|

:

が
非
常
.に
}|
1

:

耍
な
地
位
を
占
め
る
事
、
從
づ
て
早
く
か
ら
農
業
部̂

對
し
で
：
. 

組
織
化
助
長
の
，政
策
が

•
採
ら
れ
席
業
飢
合
，の
發
展
を
み
た
藤
は
前
述
せ
る
，如
く
で
あ
る
。
而
し
て
國
民
經
濟
が
-

度
獨
^

の
ー
段
龄
|€

到
‘ 

,

達
す
る
.
や
、

.

此
の
傾
向
は 

一M-
顯
著
と
な
つ
た
。
即
ち
大
正
の
末
沏
か
ら
昭
和
の
始
め
に
柬
る
期
間
は
康
業
紐
合
發
達
班
上
劃
期
的
の
ハ 

時
期
で
あ
.
.る
。
誤
時

1

方
に
於
て
從
來
信
用̂

業
を
中
心
と
し
た
組
合
か
ら
膦
贸
並
び
に
販
赍
德
業
を
屮
心
•
と
し
た
»

合)

/

ル
?:
:

:の
#
;

:

業g

圍
か
捣
大
さ
れ
る
と
共
に
*

他
方
に
於
て
組
合
議
自
體
の
組
織
化
乃
至
系
統
化
が
行
は
れ
親
の
整
理
と
.
金
.
國
的
©

合

議

：が
■ 

編
減
さ
れ
.

る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。 

•

;
 

- 

■ 

.

:

:-
^

M

.
i-
-
h
.一̂

專
每
國̂

貫
观
冷̂

合
會
及
び
康
業
組
食
中
典
金
爾
が
ゝ
雀

^

和
:̂
^

に
诚
«

!
±
.

本
座
糸
販
寶
組̂

聯
合
»:

が.
相
：次
い
；.
 

て
設
立
'

さ
れ
た
0
.
.そ
れ
と
.

同
時
.

に
.

政
府
は
之
等
佥
國
聯
合
會
に
種
.
々
な
る
特
典
を
與
へ
る
稱
に
依
つ
、て
、
組
合
發
觸
を
助
長
し
た
々
で 

7

 

.あ
：る
。
緣

大

ぼ
';
^

四
:#

濃
淋
省
灼
_

產
業
組
合
課
を
設
げ
恕

^

,

と
す
る
政
.
撕
の
命
圖
を
尕
す—

の
で
あ̂

:

--
5

1

<

翌
年
福
娜
縣
を
始
め
咨
地
か
に
_

躜
.
々
，遽
業
組
合
課
：の
設
置
が
行
は
れ

'-
;

>

中
央
也
方
-'
'' 

を
通
-'
|

^

て
政
府
組
合
間
の
密
接
な
述
絡
を
.

み
る
と
共
に
各
種
の
免
除
特
典
が
與
へ
.ら
れ
る
に
東
0'

た
0

、
 

‘ 

.

ち̂

值

^

政
艘
の
各
種
農
利
救
濟
策
に
も
拘
レ̂

ボ
農
村̂

ポ
祝
は
何
象
改
善
ざ
れ̂

.̂

麗
に
.£ ,

忖
化
.

す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
舉
は
產
業
組
合
.の
發
取
忙

一‘
脐
拍
讲
を
か
け
‘

る
、祺
と
な
つ
た
？
即
ち
獨
占
の
段
階
に
於

.
*
_ 

造
に
於
け
る
小
後
間
？

：
 

' 

'

ぐ
、 

.
.

1
.

0

三’

(
1

六
八
九

)

•
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.
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.

 

.

 

.
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.
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-
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'
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-
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;

-

.

.
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■
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-

-

;■
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.

 

V: 
;

'.
■'-

-

-

-

-

-

-

■•
}, 

十
:

.

v

-
-
:
卜

'
我 
i

l

l

.

題

.

.

.
,

 

1

.

0 四 

C

i

2

.
け
る
恐
慌
下
に
あ
？

は
、
I

部
n

が
、
そQ

翕

q

獨

桌

態
I

じ
て
獨
占
價
格
集
持
す
t

.

に
、
肥
料
兹
也
農
段
I

 

買
品
S

将
は
.

下
落
せ
ざ
る
に
對
し
，て
、，-
農
民
の
販
寶
す
る
商
相
の
價
格
は
懸
す
る
の
.

を
特
色
と
す
る
。
從
つ
て
か
、
る
翁
を
脫
. 

せ
し
め
る
に
は
、
農
業
部
門
の
組
織
化
乃
、
；習
化
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
昭
和
五
年
-

十
'
ヶ

年

計

霞

百

寓

圓

の

ヾ

、'
一
.塵

行

し

商

業

組

合

中

央
#.
で
產
粱
組
合
擴
充

/1
:

ヶ
年
訝
窬
を
發
表
し
て
昭
和
八
年
度
を
以

.

て
そ
の
實
行
第
ー
年
度
と
じ
た

0

そ
の
結
果 

.讓

紐

分

は

興

常

な

發
股
を

遂
げ
る
に
至
り
、
然
も
販
寶
並
び
に
購
人
とI

K

ふ
配
給
龃
合
と
し
、て
S

展
は
顯
蒂
な
も
の
が
あ
つ
た
。

■

斯
か
る
政
府
の
保
麗
長
の
.̂

に
於
け
.

る
乾
業
組
合
.

の
發
展
、
殊
に
配
給
組
織
へ
の
進
出
が
類
著
と
な
る
に
つ
れ
、
商
人
の
存
在
除 

ナ
比
そ
れ
だ
け5

=

減
甘
し
め
ら
れ
、
商

人

雛

Q

傾
向
羞
む
。
.

小

靈

も
.

^

そQ

一
 

部
と
し
て
打
擊
を
蒙a

、

殊
晶
賈
組
合
の
中
；

「

一

j

解
激
化
す
る
事
と
な

り

、

此
處
に
中
小
讓
者
の
澈
權
擁
護
を
西
的
と
す
る
反
肅
動
が
擡
頭
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

反

產

琿
 

:

1

|

は
^

ネ
四
年
前
後
ヵ
ら
漱
く
盛
ん
と
な
り
、
昭
和
七
年
前
述
せ
る
ニ
針

«

が
實
行
_

さ
れ
る
や
、
反
產
運
動
は
金
國
的
規
模
に
迄
擴
大

さ
れ
昭
和
八
$

墓

國
H

墓

獲

鬅

漀

結

成

さ

れ

た

。
‘か
く
し
て
馬
麗
は
全
國
的
に
湯
化
さ
れ
る
矣
に

、

肥
料

.
(

；
■:
::■

米

着
■

な
ら
■
«

”
盡

具

.
に
，
：至

る

逛

そ

.

の
運
動
に
投
じ
た
の
：で
あ
る
？
 

.

.
；
 

、
 

.

. 

'
 

く

•
 

.

 

. 
.

-

 

V

.

 .

.

.

 

• 

.

 .

 

. .

 .

 •

• 

'

而
し
て
之
等
反
蓮
運
動
.
の
目
標
と
す
る
所
は
何
か
と
'

云
へ
.

ば
.

、
そ
れ£

産
業
組
合
に
對
す
る
各
種
务
稅
の
.

特
典
，
各
领
補
助
金
、
助 

ベ

成
金
の
交
仴
を
始
め
、
1

度
の
保
護
助
長
を
撤
癡
す
るg

に
あ
る
.0
然
ら
ば
之
等
I

瘭
と
す
る
反
、產

簾

が

、
小
寶
商
問
0

決
，に

に
.

行
は
れ
た
も
の
で
あ
り
、
然
る
限
り
產
業
紕
合
の
發
屁
を
阻
害
す
る
が
如
き
方
策
は
決
し
て
期
待
し
得
る
も
の
で
は
：な
い
0

政

府

も

.

.
丨
■ 

へ
亦
：反
：靡
運
動

:»
»

し
允
夫
黻
默
殺
の
_
態

崔

浼

歲

？
七
取
る
:;
0

_

沾
經
濟
の
；時
代
疟
ぬ
，

 

照
應
し
丨
,:

て
墟
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
.

て
、
た
と
へ
そ
れ
.

が
！g

民
に
ょ
つ
.て
行
は
れ
な
い
と
し
て
も
、
他
.

の
何
等
か
の
配
給
機
關「

：

に
依
つ
‘

て
遂
行
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
小
寶
商
問
勝
の
解
決
に
於
て
ノ
產
•

業
組
合
の
抑
制
は
•
決
し
：て
充
分
な
を
效
果
を
齎
す

も
の
.
.で
は
な
い
。

, .

勃
興
を
み
浪
。

我
國
の
百
貨
店
.

の
起
源
は
通
常
明
治
三
十
七
年
三
越
の
株
式
會
社
變
页
に
求
め
ら
れ
る
。
併
し
乍
ち
.大
.T
E

十
一
一
苹
に
至
る
迄
は
、
そ 

.

の
發
達
は
誠
に
微
：；々

た
る
も
ひ
で

-

あ
つ.
た
。
然
も
そ
の
.
顧
.

客
餍
は
上.流
乃
至
は
中
.流
に
限
ら
，れ
、
高
級
品
を
主
と
し
て
取
扱
つ
て
居
た 

::::

が
■

ぶ
^

_

^

^

^

潘
の
；間
_

何
-

 

飛
'®
的
に
發
屈
し
た
。
昭
和
六
年
に
は
震
災
直
前
に
比
し
..て
寶
場
面
積
.は
約
五
倍
半

(

一
捣
五
千
坪
に
對
し
で
八
萬
一
平

坪y

に
激
增
し
、/

，
た
。
斯
，か
る
百
貨
店
の
量
展
と
共
に
、
取
扱
商
品
も
高
級
品
ょ
り
日
用
品
へ
の
擴
張
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
.

で
あ
る
。
從
つ
て
斯
か 

石
百
貨
®

の■
發
展
の
進
出
が
、

r

般
.
中
小
小
賣
商
に
‘

と
つ
て
打
擊
で
あ
る
事
•

はi
k

ふ
迄
も
な
い
。
資
本
主
義
經
濟
下
に
於
け
る
自
由
競 

は
結
局
.'
*

本
取
の̂

■

叱
依
：っ
■

決
旗
さ
嫌
■

觀:'
:<;
_

て
激
慌；
§

«'
_

_

.

と
.

し
そ_

は
.

れ
た
の
，で
あ
る
0

■

對
艰
貨
店
問
■

は
，
«:

貨
店
；ぬ
：同

業

紙

麗

傭

负

問

題

^

豐

靡
:̂
匁

上
特
別
の
情
況
に
依
b

農
商
務
.
大
踣(

商
エ
大
踣)

に
，於
て
伽
入
の
必
要
な
、し
と
認
む
る
者
は
此

.

の
限
り
に
往
ら
ず」

と
の
伹
書
が
付
さ 

我
國
に
於
け
る
小
資
商
間
題 

く 

1

o

五
.

、

(
1

六
九1

)
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.
 

.

.
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-

.

.

.

-

- 

-，
 

.
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, 

- 

- 

-

•
;

こ

-

我
國
に
於
け
る
.

小
蜜
I

 

忌

2

含

麵

-

;:
;

|

_

^

^

_

#

喔

1

.

頃
_

,

_

は
れ
た
：。
併
し
之
等

‘
は
何
れ
4

f

 

.し
て
-

I

な
も
の
で
な
く
、
個
別
問
f

對
す
る
抗
|
_
過
ぎ
な

か

つ

た
の
で
あ

る

。

,
1 

f

.

.

昭
和
K

s

f

s

小
心
事
る
不
況
期
に
於
て
崔
蓉
業

f

幾
分

f

し
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
震
隨

f

 

f

活
f

 

及

り
I

体
の
出
還
5

支
店
分
店
の
'

設
篮
、
刚
政策

-
.

過
當
サ
丨
ビ
，X
.

、
舞

_

區
域Q

搬

張

等

は

小

蕩

に

對

し

.て
少
か 

ち
：
,!
I

與
へ
た
、
此
處
に
於
て
，1

1

4

慌
の
i

.

i

む
中
小
小
露
は
そ
の
打
I

と
し
て
對
百
I

I

を
r

'

.

.
■

1

霞

_

_

_

_

_

_

1:
.

_

:

暴

1

1

1

廉
_

1

_

麗

1

漏

々
_

月T
*
1

I

仰
協
？

行
ひ
、
翌
八
年
に
は
行
货
仿
商
證
合
が
’組
織
さ
れ
る
に
至
つ
て
自
制
協
定
墓
礎
と
し
て
次
の
如

き

統

翌

 

8

質
着
れ
る
.

に
至
つ
た
。(
1

0

出
雲
出
を
行
は
ず
、
.

c

i

店
分
店
を
新
設
サ
ず
、(

三)

過
當
サ
1

ビ
ス
、歷

|

行
は
ず
"、
 

(

四)

無
料
又
は
謂
料
金
？

願
客Q

通

I

さ
ず
、
S

M

合

遨

Q

區
域
外
無
料
配
管
行
は
.
ず
、
S

臂

1

S

I

水

s

l

i

i

 

一
 

I

I

、
I

s

.

典
の
後
W

貨
鹿
案
の
提
案
は
六
十
三
|

(

昭
和
七
年)

に
行
は
れ
た
？

始
め
と
し
て
：

六

六
十
五
、

六
t

、
七
一
1

 

會
I

N

提
出
せ
ら
れ
、
昭
和
士 
S

十
I

歲
つ
て
始
め
て
兩
院
I

過
し
て
公
布
せ
ら
れ
た
。
、
同
法

I

依
^;

て
S

U

.;

.
'
■

嫌

逢

薄

書
■

_

■

■

問
■

■

勘

對

あ
.

る
议
上
、
小
资
業
の

.

大

規

揽

化

に

は

.
一

宛

の

隈

度

が

あ
る
。

泶
國
で
は
對
西
货
店
問
題
ば
旣
'に
過
去
の
問
題
と
な
つ
て
ゐ

り
、
我
國 

:
に
於
て
％
事
廣
;̂
-

貨

恭

の

一

一

般

中

小

»

商
に
對
ず;̂
重
搬
#

が
さ
1>
'

,

て̂

で
.
な̂

裏
：が
實
證
き
热
て

^

る
:0

ー；
又
假
令
瓦
«
店
の
取
扱
商 

品
相
摘
大
さ
.
れ

た

占

：
し

允

：
も

.
*
:
.
.賈
姻
品
以
外
'
に
於
尤
_

.

.制
定
.
を
れ
::
'

;

首
货
艰
の
婦
設
的
'̂

衙
に
國
家
統
制̂

竹
は
れ̂

ぬ
澤
っ
.

：^

白
、，

「

少
 

の
.
對
百
貨
店
問
題
は
旣(

に
.過
去 

も
0

.

に
廳
す
る
と
ー
25
:

つ
.
て.
ょ
い
0
.

.八 

_ 

ノ
 

.

.

‘：
最
#

に
小
寶
商
間
題
：に
於
け
る
最
も
重
要
な

^

の
：と
；し
て
、

.

：
小
寶
商

：

の
組
織
化
乃
，至
獨
占
佗
：に

#

て
述
べ
が
け
.
れ
ば
な'
ら
•

な
^
.
0 

し
小
齊
商
困
窮
の
.

本
質
的
祺
惝
が
、
屢
々
述
べ
る
如
く
獨
占
段
阱
に
於
て
収
殘
さ
れ
た
部
門
で
あ
る
點
.

に
風
出
.
さ
れ
る
以
上
、
.そ
の
根 

解

決

株

小

壽

自
:i
s

の
湖
織
化
、^

ポ
化
以
^

に
道
は
な
れ
か
ち
泠
あ
名
斤
而
し
て 

て
、
そ
.

の.
紐
織
化
が
最
も
遲
滯
す
る
部
分
で
.

あ
り
、
從
つ
て
そ
.

の
爲
め
に
は
小
资
商
自
|

|

の
努
ヵ
と
並
ん
で
.阈
家
的
統
制
を
必
要
と
す 

へ：-̂9
.
:̂

解
禁
以
後
小̂

組
織
の
混
摄̂

小
賢
滴
0

闹
绱
が
顯
馨̂

な
^

_

に
於
て
.

小
资
商
部
門
に
對
す
ッ
0

紐
織
化
を
國
家
の
手
に
依
つ
て
積
極
柯
に
助
長
す
る
祺
が
漸
く
開
始
さ
れ
た
の
セ
あ
る
。
勿
論
商
業
組 

合
法
の
制
觉
以
前
に
於
て
も
、
屮
小
小
寶
商
の
結
合
は
自
主
的
に
徐
々
に
で
は
あ
る
が
行
は
れ
て
ゐ
た
'

例
へ
.
ば
.，：

:
r

'.
'
'
:
.
;
;
:

,'
v
:

典
：词
仕
入
を
！
^

K

^

/

物
チ
工
-

ン
、
大
见
凝
物
硏
究
會
、
大
S

セ
ト
モ
ノ
チ
ェ
丨
.

ン
、
盤
陶
磁
器
小
於
麗
馨
-

m

京
共
益̂

、
菜
新
進
湯
部
、

S

.二
：：..：

通

■

!

銮
 

s

^

^
::
2

:

法
：
.
’

^

公
設
市
.

場
内
指
^

商
人
幽
體
、
并
闷
仕
入
與
服
聯
叫
等
'

知
あ
り
、
义

:1
!
:» ^
„

版
資
を
：
=

的
と
し
て1
,

|-
1

1

媒
門
沾
龠€

聯
合
十
餞
ス
ト
ァ
、
冏
倚
の

 ̂

^

.■

.

'•
:
:
'
:''
、

■.
:
.
. 

'
.
,
'
':
:
'
,
.
''
.
ノ
ゾ
パ

 

ノ
ス1
0

せ

:.
'

(

1

六

各0
 

.
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'
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H
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'
*v:
-
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r
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3

^
 ̂

い
い
ぐ
：
：

I
r
H
.

ゾ.：.
ペ
ー
ジ
：

.
つ
へ
：
：
.
ぐ

ぎ

 

ム

U

l

y

'

o

」
：：：：、

.V
.

M

霞
 

.

.
：
.
' 

.
:
.
:

ベ：
.
.
；

'
 

"
,
.
:
.
.
:
.
.
.
.
'
.
:
:
，

.
'

i

 

ン：

.
：
.
.

|
.
:
”

髮

ボ

：ズ

f

(

. 

.

' 

■ 

• 

. 

V

 

_ 

, 

•

-

-

 

■

蓄

於

け

る

小

亶

遷

：

■ 

.、 

一
 

o

八
.

(
I

六
九
四

)

.

:-
:
:ザ

へ

雙

：
ノ
：
ス
ヨ

^

八

八

.

‘ 
<

併
し
乍
ら
昭
和
七
年
の
時
局
8

の
臨
_

|

跑
_

ら
れ
I

證

合
法
が
嘉
さ
れ
I

及
ん
で
、

.

划
し
て
、
此
處
に
小
賣
商
の
結
合
は
飛
躍
的
發
贬
を
遂
げ
る
遙
つ
た
の
で
あ
る
。 

へ

而
し
て
塵
龃
合
法
墨
せ
る
事
業
は
、(

一)

經
濟
醫
事
業
と
し
て
取
扱
商
品
の
仕
入
、
保
管
、
運
搬
。
讓

の

铳
I

 

•

(

三)

資
金
の
.貸
付
及
貯
金
の
受
入
を
中
心
と
す
る
肅
事
業
、(

四)

其
の
他
營
業
上
の
指
導
、
.

研
究
、
調
森
、
宜
傳
，
廣
吿
、

»

然
ら
.

i

如
.

I

I

讓
組
合
法
が
、
小
賣
商
I

し
て
如
何
な
る
意
味
I

つ
か
。
中
小
商
エ
養
結
合
助
成
に 

R

すK
?

政U
Q

政
策
は
決」
て
當
時
に
於
て
始
め
て
行
は
れ
た
？

は
な
い
。
明
治ll

.
j

十
S

S

鬆

出

品

同

業

煎

合

法

が

遭

一

さ

.

る
- r
r̂

K

ゃ

し

乍* 1

ふ
は
末
だ
资
本
主
義
の
發
肢
期
で
ぁ
り
、
中
小
商
エ
業
を
特
に
救
濟
せ
ん
と
す
る
企
圖
は
%

<'
':

、

：
そ

：>
:
占

1

'

は

た

奉
I

s

由
競
，
f

爲
め
摄
製
選
に
流
れ
る
事
を
共
同
§

裳
爲
め
に
防
止
す
る
に
止
つ
て
ゐ
た

，

即

ち

同

業

馨
_

■:
;

_

^

 

.

_

的
背
f

反
影
せ
f

の
I

る
P

S

に
塵
組
合
法
の
制
定
は
、
蹵
時
代
に
於
け
る
產
物
で
れ
つ
て
、
翁

0

S

粗
製
I

'

: 

防
止
の
外
に
、
中
小
商
I

Q

I

に
f

共

履
f

l

び
臨
人
の
利
益
每
f

ん
と
す
f

の
2

る

。
併

し

乍

急

装

け

:

2

つ
て
決
し
て
'そ
れ
以
上
で
は
な
い

o

即
ち
生
産
の
獨
占
體
め
如
く
自
山
に

I

及
びI

を

達

し

得

る

も

の

で

は

な

く

、
：，

■

.
 

.

.
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i

l

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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.
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.
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■
■.— 

：
：
-
.
.
.
.
-

へ''
.
;'
■'
.
. . 

; 

.
'
:

-,
.

.

 

ニ
'. 
.:
 

!,
 

.

.

.
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.
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■
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.
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へ
：

-

.

■'
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.

.
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-

-

-

.
 

■ 

:
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.
-
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へ
.

ニ
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.
-
. 

- 

.
■
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.'.
■
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.

.

.
■
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:
-
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.

.
■
.

'
■
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':
:

ベ
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^
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.
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'
. 

: 

.

.

. 

.

.

.

.

.

■-
.

.■■
!
. 

-
■'
. 

.
:.
.

一

:

-
'

.,

.

'

'

■■
:,
:

'

■

ゾ

.■:

.

:

.:〜

ン

ッ 

V

C

:̂
:

-

 

V

:

'

.

.

. 

- 

.

.

へ

へ

へ'

.

へ
.

'

'

,

.

'

. .
.

;

■:
.
.■;
■:
.

へ..
.

グ:
:
::'
■
;■
■

'

」

.

.

.

:

.

..

.
■'
'

:
;■
:
.
:
•一. V 

、
■

:■
-
-
.':
. 

:■
.
.
.
 

.

.

.
■■
:■
■'
 

.
 

:
.
.

、.•
パ-..
.
.
'v
;
.
:v
*
.
.
'
..
/

../■
;

. 
_
 

.
:
;
/
-■
.
'
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.

.

.

.

.

■

;

.
V
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へ.
'.
■

: 

.

.

■

.

.

'

す
る
對
抗
策
と
し
て
は
效
银
的
’

で
あ
る
，が
、
小
賢
商
の
獨
占
化
に
は
未

.
だ
遠
し
と
云
.

は
.
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
，業
組
合
法
は
、
一
應 

• 

營
業
の
統
制
を
目
檩
と
す
る
頊
目
を
加
へ
て
居
る
け
れ
ど
.

1

*

そ
の
統
制
方
法
の
根
柢
は
飽
く
迄
自
由
經
濟
時
代
の
任
意
主g

に
依
つ 

て
居
る
。
即
ち
組
合
の
加
入
及
び
脫
退
は
巾
小
商
業
苕
の
自
FJ
1

に
委
せ
ら
れ
'て
居
る

;0

尤
も
同
法
第
九
條
に
依
っ
て
行
政
官
廳
の
命
令 

を
以
て
ァ
ゥ
>

サ
ィ
ダ
ー
，を
も
組
合

.

に
强
制
加
入
せ
し
办
る
道
は
開
か
仉
て
ゐ
た
が
、
此
の
統
制
命
令
の
發
動
は
殆
ん
ど
全
く
行
は
れ 

•

な
か
づ
た
か
\

る
任
意
主
義
に
侬
る
限
り
、
組
合
の
統
制
を
强
制
时
に
組
合
員
に
遵
奉
せ
し
め
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
從
つ
て
.

商
業
：

• .

/組
合
も抓
、
小
寶
衡
組
織
の
獨
占
化
に
對
し
て
'決
し
て
充
分
な'も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る。
’

' 

' 

, 

:

雨
し
て
小
賣
商
の
.
困
窮
が
、
’

各
種
の
對
策
に
t

枸
‘
ら
ず
何
等
改
善
さ
れ
る
所
が
な
い
'

た
め
に
*

此
の
數
苹
來
漸
<
に
し
て
小
齊
商
の 

. 

獨
内
化
の
陬
題
が
，、
小
賣
商
對
策
と
し
て
切
實
に
要
望
さ
れ
る

.
‘に
至
っ
た
、
從
來
に
於
て
も
或
る
種
の
も
の
に
あ
っ
て
は
同
業
組
合
や
..

. 

,
準
則
組
合
CD
'
.小
I距
離
制
限
と
關
聯
し
て
同
業#數
、
の
制
陬
を
行
っ
て
ゐ
る

.も
の
も
あ
っ
た
。
例
へ
ば
東
京
府
下
に
於
て
牛
乳
，
靴
、

_
:':
'
'
.
t
.

-.
;
.
v
v
.
v

, 

數
を
制
限
す
る
必
要
あ
り
と
し
で
、
關
係
當
局
へ
の
請
願
又
は
陳
情
が
問
如
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
例
へ
ば
•昭
和
九
年一

般
的
に
は
夼
都

I.:

■

管 

v'v
:
:

」

r
j 
ー
へ:;

::
:

_)

ー':'
:'..:

ぐ
;:
:
.
。
 ̂

.

,

_
だ
，
：.：へ：: :

.

.

; ̂

:.

:̂
,
:
'
:
#

:«
?
:の
違

_
體

:̂
各

屬

者

；か

灰

髮
#
沐

麗

;;
>
'
;
蒸

_
»:
:
所

•

へ
'

/

'

議
所
ば
商H

省
.
內
に
敖
置
ざ
れ
た
小
賣
商
改
善
調
茶
委
員
會
の
{

職
議
項
目
に
從
っ
て
.
全
國
各
澠
の
商
工
#:
議
所
に
對
し
て
小
賣
商
許
可

論

:-
^
:
/ 
へ*.

:へ
：
：
'
"

(

ぬ

我
國
.
に
於
け
る
小
賣
商
問
.
題

.
、
.
'
.ン
：
.：

.

.
グ
 

. 

' 

,

1

〇
九
、

(

一
六
九
五)
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^ 1
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1

1

所

: 1
_

—

_

1

.

藤

$

，

案

の.作
成
I

た
。

-馬

續

き

十

醤

の

间

1

_

_

_

麵

_
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衝

翼
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麵
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醫

 

P

H

i

i

1

沿
i

#
と
接

觸
し
て
ゐ
る
と

云

ふ

祺情
で
ぁ
る
。

一
般
に
む

兔

Q

比
會
サ
U

5

.ミ
’

芽
一
は
-

U

肢

接

に

利

益

代

表

者

た

る

點

が

擧

げ

ら

れ

る

。

然

る

に

小

I

の
f

b/〖

 

u

cf
i

r

ぃ
の
と

し

て

、

’

それが消

I

の
 

般

雪

. 

0 

r

言

Q

f

ィカ行はれそれ

S

して獨占カ裒へられ

I

は、.
.逆
 

f

l

s

£

f

皆す恐れがぁる。又
小
痛
部

P

I

.

化され

I

合には、

.

パ

I
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爾

ぼ

A
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■
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